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PMBOK®ガイドの基本を理解し、体系的に身につける

本コースは、PMBOK(R) ガイド第７版について、体系的で総合的な学習ができるコースです。
PM の基礎学習や経験が済んだ方を対象として、最新のPMBOK(R) ガイド第７版を元に、8つ

のプロジェクト・パフォーマンス領域を学習します。
また、PMBOK(R) ガイド第６版やプロジェクトマネジメント標準をふまえたうえで、モデル、

方法、作成物についても学習します。
※以前のコースを受講いただいた方も本コースの受講を修了すれば、新たにPDUを取得することができます。

PMBOK®ガイド第7版対応

チュータによるマンツーマンサポート
学習中は担任チュータにより記述式の問題採点と添削、学習のアドバイスを行います。

学習中のわからない箇所は、質問をいただいてから24時間以内（※土日祝日は除く）

に丁寧な解説が送られてくるため、確実に知識を習得できます。専門スキルを身につけ

たチュータが、コース修了までマンツーマンでサポートいたします。

基礎知識を幅広く学ぶコース構成

「プロジェクトとは何か」という基本的なことから、最新の PMBOK(R) ガイド第７版に
対応した管理プロセスや８つのパフォーマンス領域を扱います。
PMBOK(R) ガイド第７版の内容をコンパクトにまとめ、注釈をつけて読みやすくした要説
版です。

選択式のテストです。自動採点によりすぐに採点結
果を見ることができるので、レッスンで学んだ内容

を「わかったつもり」で終わらせることなく、定着
させることができます。

確認テスト

プロマネに求められる、実践への応用力をつけてい
ただくために、学習内容をまとめたり論述したりす

る添削課題「エクササイズ」をご用意しています。

エクササイズ

学んだことを定着させる確認テストとエクササイズ

PMBOK（R）ガイド第７版要説
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プロジェクトマネジメントシリーズ（PDU取得対応）
テクニカル・プロジェクトマネジメント (Ways of Working）



PDU取得シリーズについて

全コースの最新ラインナップ

とサンプルは、左のQRコー

ドからご覧いただけます。

株式会社ネットラーニングは ATP (Authorized Training Partner) として本コースでの PDU 提供を許可され
ています。

【本社】〒160-0023 東京都新宿区西新宿7-2-4 新宿喜楓ビル3階 TEL：03-5338-7455 FAX：03-5338-7422

【関西事務所】〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜1-4-17 田中ビル4階 TEL：06-6442-0590

URL：https://www.netlearning.co.jp e-mail：sales@netlearning.co.jp

コース目次

テクニカル

リーダー
シップ

ストラテジー

■多様なラインナップ

・基礎固めから資格更新、実務への応用まで、

多様なレベルに対応

・PMI®の「タレントトライアングル」で規定された

サブ・カテゴリー別にコースをご用意

・複合カテゴリーをカバーしたコースもご用意

PDU取得シリーズについて

コース目次

■ストラテジック＆ビジネスマネジメント（Business Acumen）

パフォーマンスを向上させ、ビジネス成果をよりよく提供する

業界や組織に関する知識と専門知識

■テクニカル・プロジェクトマネジメント（Ways of Working）

プロジェクトマネジメント、プログラムマネジメント、

ポートフォリオマネジメントの特定ドメインに関連する知識、スキル、行動

■リーダーシップ（Power Sakills）

組織がビジネス目標を達成するのに役立つリーダーシップ指向活動や

分野横断的活動に特有の知識、スキル、行動

（ PMI日本支部「CCRハンドブック」2017/4/3改定版より）

第1章 プロジェクトマネジメント概要

プロジェクトとプロジェクトマネジメント／PMBOK（R）ガイドの変遷／PMBOK（R）ガイド第６版から第７版へ／PMBOK（R）ガイ

ド第７版／重要な用語と概念／アジャイル概要／スポンサー／プロジェクトマネジメント・オフィス（PMO）／プロダクト

第2章 価値実現システム（A System for Value Delivery）

価値実現システムとは／価値実現システム内の情報の流れ／組織のガバナンス・システム／プロジェクトに関連した職務（Functions）

／価値実現システムを取り巻く内外環境／価値実現システムとプロダクトマネジメント

第3章 プロジェクトマネジメントの原理・原則

PMI倫理・職務規定とプロジェクトマネジメントの原理・原則／勤勉で、敬意を払い、面倒見の良いスチュワードであること／協働的

（Collaborative）なプロジェクト・チーム環境を構築する／ステークホルダーと効果的に関与する（engage）こと／価値に焦点を当て

ること／システムの相互作用(System Interactions)を認識・評価・対応する／リーダーシップを行動で示す（Demonstrate）／状況に

基づいてテーラリングする／プロセスと成果物に品質を組み込むこと／複雑さに対処すること（Navigate Complexity）／リスク対応を

最適化すること／適応力と回復力を持つこと(Embrace Adaptability and Resiliency)／変革（Changes）を可能にし、思い描いた将来

の状態を達成する

第4章 テーラリング

テーラリング概要／テーラリング・プロセス／パフォーマンス領域のテーラリング

第5章 プロジェクト・パフォーマンス領域
ステークホルダー・パフォーマンス領域／チーム・パフォーマンス領域／開発アプローチとライフサイクル・パフォーマンス領域／計画

パフォーマンス領域／プロジェクト作業パフォーマンス領域／デリバリー・パフォーマンス領域／測定パフォーマンス領域／不確かさパ

フォーマンス領域

第6章 モデル

モデルとパフォーマンス領域のマッピング／状況対応型リーダーシップ・モデル／コミュニケーション・モデル／動機付けモデル／チェ

ンジ・モデル／複雑さのモデル／プロジェクト・チームの育成モデル／その他のモデル

第7章 方法

方法とパフォーマンス領域のマッピング／データ収集・分析方法／見積り方法／会議とイベントの方法／その他の方法

第8章 作成物
作成物とパフォーマンス領域のマッピング／戦略文書（Strategy Artifacts）／ログと登録簿（Logs and Registers）／計画書（Plans）

／階層チャートとベースライン／視覚的データと視覚的情報／合意と契約（Agreements and Contracts）／報告とその他の作成物

※各章には、この章の内容、章のまとめ、確認テスト、エクササイズがあります。

■ 受講期間：6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）
■ チュータによる個別指導：あり
■前提知識：何らかのプロジェクトに参画した経験

何らかのプロジェクトマネジメント入門コースを受講済みだとなおよい

■ 標準学習時間：25時間
■ 価格（税別）：￥38,000

※研修運営費用含む。ボリュームディスカウントあり。
※詳しくは営業担当までお問い合わせください。
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